
　

伊
豆
の
国
市
の
が
ん
死
亡
率
が

　
　

上
昇
中
！

　

本
市
の
が
ん
死
亡
率（
人
口
10
万
対
）

は
、
平
成
17
年
２
９
５
・
８
、
平
成
22
年

３
５
４
・
４
と
、
こ
こ
数
年
で
増
加
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、検
診
の
受
診
者
数
は
、

年
々
下
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
自

分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
が
ん
が
体
の
中

で
進
行
し
、
死
亡
す
る

人
が
増
え
な
い
よ
う
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

死
亡
率（
人
口
10
万

対
）：
１
年
間
の
死
亡

者
数
を
そ
の
期
間
の

人
口
で
割
っ
た
値
で
、

「
人
口
10
万
人
の
う
ち

何
人
死
亡
し
た
か
」で

表
さ
れ
る
。

がん検診受診者数　　          単位：人
胃 大腸 肺

H17 3,848 4,772 5,365
H22 3,046 4,542 4,965

が
ん
は
死
因
の
第
１
位

あ
き
ら
め
な
い
で
！

　

が
ん
は
早
期
発
見
が
カ
ギ
！

　

一
生
の
う
ち
に
、
が
ん
に
か
か
る
人
は『
２

人
に
１
人
』、が
ん
で
亡
く
な
る
人
は『
男
性
で

４
人
に
１
人
』『
女
性
で
６
人
に
１
人
』で
す
。

　

つ
ま
り
、
が
ん
は
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば
治
る
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
症
状
が
出
な
い
早
期
の
う
ち

に
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
、
定
期
的
な
検
診
で

自
分
の

健
康
は

自
分
で

守
り
ま

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
身
体
に
あ
る
細
胞

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し

生
命
を
保
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
細

胞
は
こ
の
よ
う
な
正
常
な
細
胞
が

変
化
し
て
出
て
く
る
も
の
で
す
。

が
ん
細
胞
は
、
周
り
の
正
常
な
組

織
に
侵
入
し
た
り（
浸
潤
）、
血
管

や
リ
ン
パ
管
を
通
っ
て
体
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
増
殖
す
る（
転
移
）性

質
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
が
ん
の
発
症
に
は
喫
煙

な
ど
の
生
活
習
慣
も
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
胃
・
大
腸
・
肺
が

ん
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
多

く
な
り
、
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん

は
世
代
別
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん（
結
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
）

　

大
腸
が
ん
と
は
、
大
き
く
分
け
る
と

結
腸
が
ん
と
直
腸
が
ん
の
二
つ
が
あ

り
、
二
つ
を
合
わ
せ
て
大
腸
が
ん
と
呼

び
ま
す
。
以
前
、
日
本
人
の
大
腸
が
ん

は
直
腸
が
ん
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
は
欧
米
人
の
よ
う
に
結
腸
が
ん
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
20
年
前
に

比
べ
て
大
腸
が
ん
に
か
か
る
人
は
倍
増

し
、
が
ん
死
亡
１
位
に
な
る
の
は
時
間

の
問
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診  

い
つ
受
け
る
？

平
成
24
年
度
伊
豆
の
国
市
が
ん
検
診

未
受
診
者
把
握
調
査
よ
り

が
ん
に
つ
い
て

教
え
ま
す
！

乳
が
ん

　

食
事
の
欧
米
化
や
出
産
回
数
の
減
少

な
ど
、
生
活
の
変
化
に
よ
り
、
現
在
、

日
本
人
女
性
の
15
人
に
１
人
が
乳
が
ん

に
か
か
る
と
言
わ
れ
、
近
年
増
え
て
い

る
が
ん
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
女
性

が
か
か
る
が
ん
の
１
位
で
、
特
に
40
代

か
ら
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
れ
ば
、
治
る

可
能
性
も
高
く
な
り
、
乳
房
の
外
観
を

保
つ
治
療
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

肺
が
ん

　

肺
が
ん
は
、
が
ん
の
種
類
の
中

で
日
本
人
の
死
亡
率
が
最
も
高
い

が
ん
で
す
が
、
早
期
で
も
症
状
が

出
に
く
く
、
わ
か
り
に
く
い
が
ん

で
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
で
影
が

映
り
、
詳
し
く
調
べ
て
み
た
ら
が

ん
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
い
で
す
。

子
宮
頸
が
ん

　

子
宮
が
ん
は
、
20
歳
代
後
半
か
ら
急
増
し
、

20
〜
30
代
の
女
性
が
発
症
す
る
が
ん
の
中
で
１

位
で
す
。
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
比
較
的
検
診
で
見
つ
か
り

や
す
く
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
治
る
可
能
性

の
高
い
が
ん
で
す
。
が
ん
が
進
行
す
る
と
子
宮

摘
出
す
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
妊
娠
を
希
望

し
な
い
人
も
子
宮
の
摘
出
に
よ
っ
て
更
年
期
の

よ
う
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
ィ
ル

ス
の
予
防
接
種
も
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
検
診
も
重
要
で
す
。

申込み・問合せ　健康づくり課　☎ 055-949-6820

　がん死亡比   ９位
伊豆の国市はがんで死亡する人の比
率が多い市です。積極的にがん検診
　を受けましょう。

ワースト

胃
が
ん

　

胃
が
ん
は
、
早
い
段
階
で
自
覚
症
状

が
出
る
こ
と
は
少
な
く
、
か
な
り
進
行

し
て
も
無
症
状
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
症
状
は
、
胃
の
痛
み
、
不
快

感
、
違
和
感
、
胸
焼
け
、
吐
き
気
、
食

欲
不
振
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

胃
が
ん
特
有
の
症
状
で
は
な
く
、
胃
炎

や
胃
潰
瘍
の
場
合
で
も
起
こ
り
ま
す
。

　
  ワースト5位
（女性ワースト3 位）

ワースト9 位

　結腸がん

ワースト2 位H18 ～ 22静岡県 SMR標準化死亡比より
（ 順位はがんによる死亡比の県内順位です）
※ SMR：標準化死亡比
　 人口構成の違いをなくして、死亡率を比
較するための指標。

今
で
し
ょ
!

　

が
ん
検
診
を
受
け
な
い
理
由
の
第
１
位

は
『
時
間
が
な
い
』で
し
た
。
一
方
、『
自

分
は
が
ん
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
』と

い
う
問
い
に
、
50
％
以
上
の
人
が
「
が
ん

に
な
る
、
い
つ
か
が
ん
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
、
も
し
か
し
た
ら
が
ん
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」と
、
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

 「
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
か
ら
、
が
ん

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
け
れ

ど
、
検
診
を
受
け
な
い
…
」

　

受
け
る
時
間
が
な
い
？　

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
…

が
ん
検
診
を
受
け
な
い
理わ

由け

　

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

も
し
、
病
気
に
な
れ
ば
、
入
院
、
手
術
で

仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い
か
も
。

　

誰
が
家
事
を
や
り
ま
す
か
？

　

 

仕
事
が
な
け
れ
ば
、
入
院
費
、
治
療
費

は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
？

　

 

元
気
な
身
体
が
あ
っ
て
の
、
仕
事
、
家

事
、
育
児
、
趣
味
で
す
。

　

そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、「
忘
れ
ち
ゃ
っ

た
」「
面
倒
」「
異
常
が
見
つ
か
る
の
か
怖

い
」「
検
診
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
」と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
が
ん
征
圧
ス
ロ
ー
ガ
ン　

日
本
対
が
ん
協
会
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対象者 内容 検診期間

肺がん検診 40歳以上 問診、胸部レントゲン撮影
（希望者は喀痰検査） ■集団検診

6月～ 7月
■個別検診
6月～ 12月

結核検診 65歳以上

胃がん検診 35歳以上
問診、胃部レントゲン撮影または
問診、内視鏡検査（条件該当者のみ）

大腸がん検診 35歳以上 問診、便潜血反応検査（2日法）

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 問診、細胞診、内診

■集団検診
9月～ 12月
■個別検診
6月～ 12月

乳がん検診 35歳以上の女性

問診、視触診、乳房エックス線撮
影検査（マンモグラフィ）または超
音波検査（エコー）※35歳～ 39歳：
問診、視触診、超音波検査（エコー）

骨粗しょう症検診
40・45・50・55・
60・65・70歳の女性

問診、骨密度測定（エックス線検査）

歯周疾患検診 20歳以上 問診、むし歯、歯周疾患等の検査
■個別検診
6月～ 1月

　　　※集団検診の詳しい日程や検診実施医療機関については健康づくり課へお問合せください。
　　　※胃内視鏡検査（条件該当者のみ）の医療機関への予約は 5月20日から開始しています。

■市の検診に申し込みをしている人
　 　５月中旬に受診票と案内文を送付しました。
また、昨年大腸がん検診を受けた人には、便
の容器を同封します。容器には使用期限があ
ります。昨年の容器を使用する人は容器に記
載されている使用期限をご確認ください。

国が指定した対象者（平成25年4月1日現在）
子宮頸がん検診（女性のみ）
【20歳】平成4年4月2日～平成5年4月1日
【25歳】昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
【30歳】昭和57年4月2日～昭和58年4月1日
【35歳】昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
【40歳】昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
乳がん検診（女性のみ）
【40歳】昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
【45歳】昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
【50歳】昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
【55歳】昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
【60歳】昭和27年4月2日～昭和28年4月1日
大腸がん検診
【40歳】昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
【45歳】昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
【50歳】昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
【55歳】昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
【60歳】昭和27年4月2日～昭和28年4月1日

　がんに関する正しい知識を身につけ、理解を深めることが
大切です。同封の『検診手帳』を読んで検診を受けましょう。
【注意事項】
▶ 伊豆の国市から転出した人は受診できません。転出先市町
村へお問い合わせください。

▶ クーポン券の有効期限は 6月１日（土）から12月31日（火）ま
でです。

▶ クーポン券を紛失した場合は再発行しますので、健康づく
り課までご連絡ください。

■ 申し込みをしていない人、昨年大
腸がん検診を受けていない人など
　 　受診票や便の容器は、健康づく
り課（韮山福祉保健センター）また
は市民課（伊豆長岡庁舎・大仁庁舎）
へ直接お越しください。

がん検診

▶がんで亡くなる部位別割合
男性 女性

1位

肺がん　16人に 1人 大腸がん　45人に 1人

2位

胃がん　25人に 1人 肺がん　47人に 1人

3位

大腸がん　34人に 1人 胃がん　55人1人

▶がんにかかる部位別割合
男性 女性

胃がん
9人に１人 18人に１人

大腸がん
12人に 1人 15人に 1人

肺がん
11人に 1人 24人に 1人

子宮頸
がん ―

90人に 1人

乳がん ―
15人に 1人

（がんの統計 ‘12　公益財団法人がん研究振興財団）

―
伊
豆
の
国
市
の
喫
煙
者
―

５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は『
禁
煙
週
間
』で
す

◆
健
康
栄
養
よ
ろ
ず
相
談
で
、

　
　

肺
年
齢
測
定
と
禁
煙
相
談
が

　
　
　

で
き
ま
す
。

《
禁
煙
相
談
》

　

禁
煙
の
仕
方
、
禁
煙
外
来
・
禁
煙
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
医
療
機
関
の
紹
介
な
ど

《
肺
年
齢
測
定
》

　

ア
ナ
タ
の
肺
年
齢
は
？

　

実
年
齢
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

対
象
： 

市
民（
肺
年
齢
測
定
は
20
〜
64
歳
、

血
圧
の
薬
を
飲
ん
で
い
な
い
人
）

と
き
：
健
康
栄
養
よ
ろ
ず
相
談
日
（
月
１

回
）※
毎
月
の
広
報
の
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照

と
こ
ろ
：
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◆
喫
煙
と
が
ん
の
関
係
性

　

喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
て
肺
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
高
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外

の
多
く
の
が
ん
に

つ
い
て
も
、
喫
煙

に
よ
る
危
険
性
が

増
大
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
者
は
非

喫
煙
者
と
比
較
し

て
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
率
は
男
性
で

1.6
倍
、
女
性
で
1.8

倍
に
も
な
り
ま
す
。
喫煙者と非喫煙者を比較したがんや
心筋梗塞など循環器系疾患による死亡率

男男 女女
総死亡 1.6倍 1.9倍

がんによる死亡 1.6倍 1.8倍
循環器系疾患の危険性 1.4倍 2.7倍
（厚労省研究班のコホート研究による）

＜クーポン券と検診手帳を送ります＞
　検診の受診促進、がんの早期発見などのため、国が指定し
た対象年齢の全員に『クーポン券』と『検診手帳』を送ります。
【検診内容】
●子宮頸がん検診　 問診、内診、細胞診
●乳がん検診　問診、視触診、マンモグラフィ
●大腸がん検診　問診、便潜血反応検査（２日法）
※上記にない検査は実費となります。

早期発
見！早

期治療
！

申込み・問合せ　健康づくり課　☎ 055-949-6820

◆
女
性
は
平
均
よ
り
高
め

　

習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
者
の
割
合
は
、
静
岡

県
で
は
男
性
29
・
８
％
、
女
性
５
・
６
％
。
伊
豆
の

国
市
（
特
定
健
診
国
保
受
診
者
）で
は
男
性
24
・
５
％
、

女
性
６
・
６
％
が
習
慣
的
喫
煙
者
で
あ
り
、
特
に
女
性
喫
煙

者
が
県
平
均
と
比
較
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
　
（ 

平
成
22
年
度
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
係
る
健
診
等

デ
ー
タ
報
告
書
）

タ
バ
コ
は

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
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さらに !! 下記対象の人には素敵なプレゼントが獲
得できるラッキーチャンス！

１．20歳代の人にチャンス
　市の歯周疾患検診受診者全員に、素敵な歯のケア用
品プレゼント！

２．60歳の人にチャンス
【平成25年度　6026 コンクール】
対象▶満60歳の人
　　（昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれの人）
　　▶自分の歯が 26本以上ある人

３．80歳以上の人にチャンス
【平成25年度　いい歯のお年寄り 8020 コンクール】
対象▶満80歳以上の人
　　（昭和8年4月1日以前に生まれた人）
　　▶自分の歯が 20本以上ある人

毎年6月は『食育月間』、毎月19日は『食育の日』です

◇朝ご飯を食べないと集中力や記憶力が低下

◇朝ご飯は今日が始まる出発点
　朝ご飯を食べる時間は、身だしなみに気を使ったり、
あと 5分寝ていたい。忙しい朝、そんな気持ち、よく分
かります。でも、朝ご飯は胃袋を満たすためだけではあ
りません。
　空腹な状態で起きた朝の脳は、エネルギー欠乏状態…。
朝ご飯を食べないと脳のエネルギーが不足し、 集中力や
記憶力も低下してしまいます。朝ご飯でパワーをつけて
１日を元気に過ごしましょう。
　朝ご飯は体と心の栄養です。食育月間、食育の日を通
じて家族一緒に朝ご飯を食べながら、日頃の食生活につ
いて振り返る機会としてください。

『食育』とは、食に関する知識と食を選択する力を習得し、健
全な食生活を実践できる人間を育てること。この機会に、

朝ご飯について考えてみませんか。

健康なあなたにもお得な情報です！
＜健診・各種検診が受けられます＞
　健康に自信がある人も、そろそろ注意しなくてはと思っている人もチャンス！
お金をかけずに健康度をチェックしましょう。
※胃がん内視鏡検診は無料で受けられる検診に含まれません。

前立腺がん検査

肝炎ウィルス検査

問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

問 国保年金課　☎ 055-948-2905

【対象者】　50歳以上の男性
（昭和39年3月31日以前に生まれた人）

【期　間】　6月1日（土）～ 9月30日（月）
【受診方法】　市への申し込みは不要です。保険証
などの身分証明書を持って、指定の医療機関（特定
健診の実施医療機関）で受診してください。
【内　容】　血液検査（PSA 検査）
※検査を受ける際、必ず受付で申し出てください。

【対象者・受診方法】
対象者 受診方法

●40歳の人
（昭和48年4月1日～昭和49
年3月31日に生まれた人）
●国が指定した対象者

個別に通知をします。質問票
に必要事項をご記入のうえ、
指定の医療機関で検査を受け
てください。

●41歳以上の人
（昭和48年3月31日以前に
生まれた人）で過去に検査
を受けたことのない人

必ず健康づくり課へお申し込
みください。
受診履歴を確認し、対象にな
る場合は、質問票をお送りし
ます。
（早めにお申し込みください）

※検査を受ける際、必ず受付で申し出てください。
【期　間】　6月1日（土）～ 9月30日（月）
【内　容】　血液検査（B型・C型肝炎ウイルス検査）

特定健診（メタボ健診）

【対象者】　 昭和49年3月31日以前に生まれた伊豆の国市の国民健康保険に
加入している人。または、伊豆の国市に住んでいる静岡県後期
高齢者医療制度に加入している人

　　　　　※ 社会保険の人は、医療保険者から対象者に受診券や受診案内
が届きます。詳しくは保険者にお問い合わせください。

【健診期間】　６月１日（土）～ 9月30日（月）
【受診方法】　対象者に受診券が届きます。
　　　　　　指定医療機関または、集団健診で受診してください。
　　　　　　※指定医療機関一覧は、受診券に同封します。

検査項目
・腹囲測定　・身体計測（身長、体重、ＢＭＩ）　・検尿（尿糖・尿蛋白・尿潜血）
・採血（ HbA1c、中性脂肪、HDLコレステロール、LDL コレステロール、GOT、GPT、γ -GTP、

血清クレアチニン、赤血球数、血色素、ヘマトクリット）
・血圧測定　・問診　※その他、医師が必要と認めた場合、心電図検査・眼底検査を実施
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【歯を失う要因】

歯周病
　41.8％

むし歯
32.4％

その他

　※平成 17 年
　8020 推進財団調べ

6026、8020 コンクールを開催します
応募方法／健康づくり課へ電話でお申し込ください。
　 6026 応募後、または 8020 応募後、検診を歯科医院
で受けてください。ふれあい広場（10 月 19 日（土））
の会場で、賞状と記念品をお渡しします。

応募締切／ 8月 12 日（月）
問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

申込み・問合せ　健康づくり課　☎ 055-949-6820
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